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「弱くなる子どもたち」

◆ ついに恐れていたことが

　綱引きは日本の運動会のプログラムの定番です。今年、綱引

きの練習をしていた時、いつかは起きるのではないかと恐れて

いたことがついに起きました。ある子どもたちが、「綱は臭く

て気持ちが悪いからさわりたくない」と言い始めたのです。化

学製品などのおかげで、生活の中でいやな臭いを体験すること

はとても少なくなりました。清潔な生活に慣れた子どもたちは、

少しの不快な臭いにも耐えられなくなってきているようです。

この子たちが親になった時、赤ちゃんの便の世話などをちゃん

としてあげることができるだろうかと心配になりました。

　啓明学園では、１年生のときから、畑で作物を育てたり、生

き物の世話をしたりする機会が多く、土のにおいなどには親し

んでいるのですが、それでもこんなことが起きるような時代に

なったのです。もっとも、綱をさわるのをいやがった子たちも、

土や虫をさわるのは平気です。

　先日、都心の学校を訪ねたところ、校庭の砂が風で飛ぶこと

に近所からの苦情が多いということで、校庭は人工芝とゴムの

鋪装で覆われていました。家でも学校でも、ほとんど土を見る

ことのない環境の子どもたちは、土にさわることにさえ抵抗が

あるかもしれません。

　夏に「防災キャンプ」がありました。お父さんたち、子ども

たちが参加して、地震などの時の避難所になる体育館に泊まり

ました。日中は暑い日でしたが、夕方から風がでて暑さが和ら

いできました。扇風機が用意されていたこともあって、私など

は、思ったより快適に感じてぐっすり眠りました。ところが、

子どもたちの多くは、「暑くてたいへんだった」「眠れなかった」

と訴えていました。生まれたときからエアコンのある生活をし

てきた子どもたちには、耐え難く感じられたのでしょう。

　修学旅行の帰りの新幹線、和式のトイレが空いていても、子

どもたちは洋式の方に長い列を作りました。両足で体を支える

姿勢は、慣れない子どもたちにはかなり苦しいのです。この子

たちが将来、発展途上国で働くようなことになったとしたら、

私たちより大きな困難を感じることになるでしょう。

　昔の子どもなら平気でできていたことができなくなったり、

苦しく感じるようになったりしているのですから、子どもたち

は弱くなっていると言わざるを得ません。文部科学省の体力・

運動能力調査でも 50m 走、立ち幅跳びなどの子どもの運動能力

は年々下降しているという結果になっています。最近増えてい

る朝ご飯を食べない子、長時間テレビゲームをしている子が体

力や運動能力が低いのは当然です。
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